
背水増事業概要 第 11号 (1982)

ホタテガイ垂下養殖実態調査-ⅠⅠ

(昭和55年10月)

平野 忠 ･青山 禎夫 .田中 俊輔 ･仲村 俊毅 ･三戸 芳典 (以下水産増殖

センター)･浅加 信雄 ･渡辺 英世 ･.西山 勝蔵 ･植村 康 (以上青森地方

水産業改良普及所 )･佐々木鉄郎 ･苫米地昭一 ･藤田 定男 ･奈良岡修一 ･(以

上むつ地方水産業改良普及所 )･植木 竜男 ･坪田 暫 ･小川 弘毅 ･

加藤 徳雄 ･長津 秀二 ･山内 高博 (以上振興課 )

この調査は春に続く今年 2回目の調査で､養殖貝実態調査および養殖数量調査を行った｡

1 養殖貝実態調査

調 査 方 法

(1) 調 査 時 期-･･･10月13日から16日まで4日間｡

(2) 調 査 場 所--陸奥湾内(平館村～脇野沢村 )の12漁業協同組合地先｡

(3) 調査対象貝--54年産貝(半成貝 )および55年産貝(椎貝 )0

(4) 調査対象者､調査点および調査個体数･･････第 1表のとおり｡

(5) 調 査 内容--ほぼ従来どおり｡

第 1表 調査対象者､調査点および調査個体数 ( )内は54年10月調査

項目対象貝 調査対象者 (人) 調 査 点 (点) 調 査 個体 (

個)54年産貝 丸 寵パールネット 48 (83 )5918( 0) 56( 94)75( 37) 三 454.58 )(17,648,耳 吊 り 21( 0)

2,538( 0)計 106( 83) 152(131)

14,531(17,648)55 年 年 産 82,(109) 86( 75

) 30,366(38,121.)合 計 121( - ) 238(249) 4

4,897(57,769)調 査 結 果調査結果を第 2表､第 3表に示した｡また半成貝のへい死率､異常貝出現率について52年度か

らの同時期の結果と共に地区別

に第 1図に示した｡(1) 54年産貝 (半成員 )㊤ へい死率､異常貝出現率は全体として,それぞれ25.80/

0､ll.80/Oと咋年並みの数値となっているが､地区別にみると昨年よりへい死率が高い地区があった｡これらの地区は54年10月の椎貝の

段階で



㊥ 寵養殖については 1段当 りの収容数が丸寵 ･パールネ-}トとも昨年に比較して減少してきては

いるが､パールネット1段当りの所客数が20個以上めものが約半数の49%もみられる等､まだ収

容密度が高い状態にあり､改善を要する｡

③ 養殖方法別にみると､耳吊り養殖が寵養殖より-い死率 ･異常貝出現率とも低く､また成長も

良い結果であった｡

④ 貝の成長は殻長 8Ln以上が560/O､重量70g以上が280/oとなり､昨年より良い結果であったo

(2) 55年産貝(椎貝 )

㊤ へい死率､異常貝出現率とも7.1%および 1･2%と昨年より低く､またその範囲も狭くなっ㍍

このことから､今後の養殖管理が適正であれば十分生産に期待が持てる状態であった｡

㊥ パールネット1段当りの収容数は分散前のもので平均 165･6個､分散後で平均49･7個となり､

年々減少してきているが､まだ全搬に収容数は多かった｡
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第 2表 養殖貝実態調査結果 (54年産貝 )

組 合 .支 所 調 査 点 数 平 均 収 容 数 へい死率 異常貝出現率 平均･殻長

iS{ 2全体 丸寵 バ ネ 耳 丸寵 ペネ 耳!ツル ト 局り ーツル ト ■吊り

(%) (%) (C7n) (9)平 館 村 67 44 2 00ll.8 19.0 32.7 13.6 8.5 79.0蟹 田 町

3 14.9 15.9 14.3 9.7 8.5 66.8蓬 田 村 7 1 6 012.0 18.8 10.5 ll

.4 8.2 61.9後 潟 6 0 6 0 33.3 21.7 10.4 7.8 52.9三

圭三l弓蘇市 奥 内 8 61 02 12.0 7.9 1

06.5118.0 33.0 29.5 8.6 79.8池 川 2 1 0

12.116.0 8.9 13.9 8.6 67.

7沖 舘 2 0 2000 ll.625.832.4 6.7 2.0 8.9 73.3青 森 2 2

85.8 59.4 7.1 46.5道 道 2 1 1 028.4 81.6 83.2 7.3 46.7

原 別 2 2 0010.1 15.3 55.1 8.8 78.5野 内

4 0 4 0 17_7 3.5 7.3 79.8久 雫 坂 6 0 4 2

16.4 30.6 12.9 8.6 75.9青森市平均 28 12 12 4 13_7 21.0 112.3 32.5 19.6 8.2

67.1辛内町野 土 屋 45 0 4 015.714.2

14.4 - 48.0 30.0 8.4 71.6茂 浦 0 4

1 20.6 130.0 0.3 1.8 8.4 68.8浦 田 12

1 912 2 17.3 118.5 47_■8 26.2 8.2 65.4東 田 沢 13 0 1 17.2 100.0 29.7 12.1 7.8 54

.5小 湊 ll ■3 1 7 23.0 134.1 20.7

7.9 8.7 80.3帝 水 川 ll 2 5 4 13_6 22.

2 126.0 45.5 41.3 7.6 57_7平内町平均 56 610 35

15 14.3 18.2 127.3 35.4 20.3 8.1 65.

0辺 地 町 ll 1 0 12.7 23_3 - 42.3 40.9 7.8 5



第 3表 養殖貝実態調査結果 (55年産貝 )

組合 .支所 分散の前 .後 点 数 平均収容数 (個) へい死率(%) 異常貝出現率(%) 平均殻長(α) 平

均重量(g)平 館 村 節 3 98.7ー 0.

4 0 2_5 1.5蟹 田 町 前 4 12

59 9.6 0.5 2.5 1.5蓬 田 村 平均

9 109.5 2.8 1.7 2.4 1

.6前 7 134.1 3.5 2.1

2.4 1.5級 2 23.2 0.

9 0.8 2.3 1.7後 潟 平均

4 125.2 58 0 2.4 1.

5前 2 175.6 3.2 0 2.3

1.2後 2 74.8 7.2

0 2.5 1.8育蘇市 奥 内

平均 3 27_6 0 0 2.3

1.7前 1 46.0 0 0 2.3

1.3後 2 18.4 0 0 2.4

1.9油 川 前 1 9丘7 3.5 0
1.9 0.8沖 舘 後 1 179,7

2,2 4.0 2.3 1.4青 森 前 1

377.7 ll.0 0 2.0 0.8造 道 後 1 42.3 0.8 2.0 3.0 3.

0原 別. 後 1 82.0 57 2.0

2.6 2.0野 内 前 2 264.0 40.4 0

2.3 1.3久雫坂 平均 2 210.0 39.9 2.8 2.4 1.7前

1 268.0 35.4 2.0 2.3 1.4後 1 152.0 45.4 4.0 2.4 1

.9青森市平 均 平均 12 150.7 14
.3 1.0 2.3 1.6前 7 213.6 21.6 0.3 2.2 1.2

後 5 62.6 6.9 1.6 2.5 2

.1平内町野横 土 屋 前 3 55.0

27.7 0 3.0 4.3茂 浦 後 3 25.7 0.4 0 2.9 3ー

4浦 田 平均 6 47.7 2.8 8.0 2.7 2.7節 1 189.0 3.5 ll.6 2

.1 1.0後 5 19.4 2

.6 8.4 2.8 3.0東田沢 前 6

656 9.0 0.8 2.8 2.7小 湊 平均 6 20.7 1.2 0.8 3.0 3.5前 1 19.0 1,8 0
3.2 4.0後 5 21.0 1.

1 1.0 3ー0 3_3帝水川平内町

平 均地 町浜 町 平均 6 71.9 5.7

0 2.5 1.9前 2 119.5

53 0 2.3 1.5後 4 48.1 瓦8 0 2.6

2.1平均 30 49.2 6.5

1.6 2.8 2.9前 13 77.4

ll.5 0.9 2.8 2.8後 17 27.7 3.5 2.0 2.8

3_0平均 6 93.8 4.4 3_8

2.5 2.0前 3 163.4 7.

7 4.1 2.5 1.8後 3 45.1 0



第 4表 養殖数量調査結果

組合 .支所 養殖業者数(人 ) 保有施設数(カ統 ) 54 年 産 貝 55 年 産 貝龍 養 殖(万個 ) 耳 吊 り(万個 ) 計(万個 ) 養 殖 用 地まき用(万個 ) そ の 他(万個 ) 計(万個 )地元採苗貝(

万個) 移入貝(万個)平 館 村蟹 田 町蓬 田 村後 潟 61797247 9921,1621,204606 717241866.7204 0.7 717241867.4204 1,6301,6351,322.1707 7451,300675 990240.549 .1,

6303,3702,862.61,431育蘇市 奥 内油 川沖 舘青 森造 道原 別野 内久雫坂 6630ll28193749 1.394406572273122261402 696139.520.54.5ll.514.1340174 329 699139.520.54.5ll.514.1340203 1.01043067.550230122540431 69721622038568455121.203 687152235128447 2,39458

2283.5270615.61,2021.1802,081計 222 2,737 1.400.1 3

2 1.432.1 2.880.5 4,078.6 1.649 8,608,1辛内町 土茂 浦浦 田東田沢小 湊活水川 6690104136199202 7229621,2481,6302,9741,838 674768.52,2181,786.1,3151,421 ll97841441.8752,689 685865.52,3021,9303,1904,110 6858373,6301,9063,7606,480 70271118 7204243126801,393606 1,4051,9633,9422,657も2717,086

計 797 9,374 8,1B2.5 4,900 13.082.5 17,298 891 4,135 22,324野 辺 地町横 浜 町む つ 市田 名 部川 内 町脇 野 沢 村合 計 205949632318組令 l1.915+組令 l 1,2031,515833161,2041,10021,946 897854425.51.093.951 ■14,932.7 197650.577215860.2 1,0941,504.5432.51.165,95220,792.9 2,2072,422.5994213,500,59534,712.6 891 7,1206,227.89.211454,424240も00
043,2



考

今回の調査結果は､電算処理によ り平均値はもとよ り､標本標準偏差､各データ間の相関係数､頻度

分布等を容易に知ることができた｡この中で54年産員についての相関係数を例にとると第 5表のように

なった｡

第 5表 収容数 ･へい死率 ･異常貝出現率 ･殻長 ･重量の相関係数行列 (**強い相関､*弱い相

関 )

前 回 の分散時期 養殖方法(点数) 変数 ① 収 容 数 ㊥ へ い死 率 i冨霊宝 ④ 殻 長

(重重量54年12月ま で パ ー ル ネ ット(59) 伝)@@㊨ 1.0- 0.02- 0.09- 0.43* 1.00.83**- 0.16 1.0-

0.15 1.0 1.0@ - 0.48* -

0.09 - 0.09 0.97**55年1- 5月 パ ー ル ネ ット(16) ①@③④ 1.0- 0.10- 0.16- 0.74** 1.00.81**

- 0.23 1.0- 0.08 1.0 1.0

㊥ -'0.65** 0.10 0.04 0.93**55年1- 5月 丸 寵(40) ､G)㊨③④ 1.00.230.22一 0.53* 1.00.87**- .0.43* 1.0- 0.3

0 1.0 1.0@ - 0.45* - 0.21 - 0.10 0.87

**この中で､殻長 と重量に最 も強い相関

があるのは当然であるが､へい死率 と異常貝率の

相関もまた強 く､種苗の質により生死が左右 される

ことを示している｡また､収容数 と成長(殻長

･重量 )に負の相関があ り､55年 1- 5月分

散のパールネットに顕著であった｡ この関係は

第 22図のようになった｡一方､収容数 と-い

死率､異常貝出現率との相関はみられず､種苗

の質はすでにこれらの分散時期に決定されていること

を示し
､
中間育成段 階での

養殖管理の大切 さが改めて認識された｡ ホタテガイ平

均重量(♂)




